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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
本標準に関する国際勧告はない。 

 

２．本標準と既設機器との関連 
本標準は既設機器のインタフェース条件を拘束するものではない。 

 

３．参考資料 
本標準はＪＪ－２０．１２ ＰＢＸ－ＴＤＭ間ディジタルインタフェースの規定を参考にしている。 

 

４．改版の履歴 
 

版 数 発 行 日 改  版  内  容 

第１版 平成 元年４月２８日 制 定 

  

 

５．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 
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１．規定範囲

本標準は、ＰＢＸ、ボタン電話機等の端末機器で使用するＳＲ方式のアナログ専用線インタフェースに

ついて規定する。

２．規定点

本標準で規定する規定点は、端末機器と搬送装置の間の端末機器側とし、図２－１／ＪＪ－２１．１０

に示す。

尚、本標準で規定する送信規定とは、端末機器が搬送装置へ信号を送信する際の条件を云い、受信規定

とは、端末機器が搬送装置から信号を受信する際の条件を云う。

図２－１／ＪＪ－２１．１０　規定点

３．電気・物理条件

3.1　信号種類

信号種類は表３－１／ＪＪ－２１．１０のとおりに定義する。

表３－１／ＪＪ－２１．１０　信号種類

信号名 備　　　　　　　考

ＳＳ 端末機器から搬送装置方向への信号

ＳＲ 搬送装置から端末機器方向への信号

端末機器

（ＰＢＸ等） 搬送装置

通話線

信号線

規定点

規定点
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3.2　主要な電気条件

3.2.1　接続回路構成

ＳＲ方式インタフェースの接続回路構成と接続を図３－１／ＪＪ－２１．１０に示す。

注 1　通話路は２W 方式と、４W 方式がある。

注 2　Ｇは地気接続端子を示す。

図３－１／ＪＪ－２１．１０　接続回路構成

3.2.2　電気的規定

ＳＲ方式インタフェースの電気的規定を表３－２／ＪＪ－２１．１０に示す。

表３－２／ＪＪ－２１．１０　電気的規定

項　　　　　　目 規　　　　　　　定

通話回路 公称600Ω　平衡（0.3～3.4kHz）

直流重畳なし

信号検出回路の入力電流最大値 40mA

信号検出回路の入力オープン時のVoff －56.5V≦Voff≦－10.8V

信号送出回路の出力がＯＮ時のVon －5V≦Von≦0V

信号検出回路入力規定 ・ケーブル等の配線抵抗が 150Ω未満で正常に動

作すること。

・40KΩ以上の抵抗で入力アースに接続しても検

出しないこと。

注 1　電気的規定に関しては、端末機器と搬送装置のそれぞれの分界点を規定対象とする。

注 2　端末機器と搬送装置間の地電位差は無いものとする。

〔端末機器〕 〔配線〕 〔搬送装置〕

信号送出回路

SS

Von Voff
電源

信号送出回路VonVoff
電源 信号検出回路

SR

注１ 送信通話路送信通話路

注１受信通話路 受信通話路

信号検出回路

G
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４．信号方式

4.1　概　要

端末機器－搬送装置間アナログ専用線インタフェース（ＳＲ方式）で規定するＳＳ／ＳＲ線の使用目的、

使用方法並びに選択数字信号の種類とその他の規定を行なう。

4.2　ＳＳ／ＳＲ線

ＳＳ／ＳＲ線は、端末機器－搬送装置間に各 1 本ずつ使用されその使用目的によって表４－１／ＪＪ－

２１．１０に示すように分類され、それぞれの規定点で規定される。

表４－１／ＪＪ－２１．１０　信号の分類

規　定　点

　発信側

　　端末機器

　着信側

　　端末機器信号の分類 信号の主な使用目的

SS 線 SR 線 SS 線 SR 線

起動信号 発信側端末機器が着信側端末機器を起動す

るための信号

○

着信信号 着信側端末機器が着信を検出するための信

号

○

接続確認信号 着信側端末機器が選択数字信号受信準備完

了を発信側端末機器に知らせるための信号

○ ○

選択数字信号 発信側端末機器が着信側端末機器に披呼者

を知らせるための信号

○ ○

応答信号 着信側端末機器が被呼者の応答を発信側端

末機器に知らせるための信号

○ ○

終話信号 着信側端末機器から発信側端末機器に復旧

を知らせるための信号

○ ○

切断信号 発信側端末機器が着信側端末機器に復旧を

知らせるための信号

○ ○

復旧完了信号 着信側端末機器が切断信号を検出したこと

を発信側端末機器に知らせるための信号

○ ○

尚、ＳＳ／ＳＲ線の取り得る論理値と物理条件を表４－２／ＪＪ－２１．１０に示す。
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表４－２／ＪＪ－２１．１０

論理値 物理条件

トランク使用時 “０” 地　　気

トランク空き時 “１” オープン

4.3　選択数字信号

選択数字信号には、ダイヤルパルス方式とＰＢ方式がある。

ダイヤルパルス方式は端末機器内の加入者又はセンター回線などのダイヤルをＳＳ／ＳＲ線の論理値を

“０”又は“１”に交互に変化させることにより伝える方式である。

ＰＢ方式は端末機器内の加入者又はセンター回路等のダイヤルを音声と同様に通話路を使用し特定周波

数の組み合わせによって伝えるものである。

この時、ＳＳ／ＳＲ線の論理値は“０”に保たれる。

4.3.1　選択数字信号送信規定

選択数字送信規定は表４－３／ＪＪ－２１．１０、及び表４－４／ＪＪ－２１．１０に示す。

表４－３／ＪＪ－２１．１０　ダイヤルパルスの信号送信規定

項　　　　目 規　　　　格

ダイヤルパルス ０～９　　　　　注１

スピード 10±0.8ＰＰＳ

メーク率 33±3％以内１０ＰＰＳ

ミニマムポーズ 600m 秒以上

スピード 20±1.6ＰＰＳ

メーク率 33±3％以内２０ＰＰＳ

ミニマムポーズ 450m 秒以上

注 1　ダイヤルパルス０は１０個のパルスとする。
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表４－４／ＪＪ－２１．１０　ＰＢ信号の信号送信規定

項　　　　目 規　　　　格

信号継続時間 50m 秒以上

ミニマムポーズ 40m 秒以上

周　期 120m 秒以上

1209 1336 1477

周波数

697

770

852

941

1

4

7

*

2

5

8

0

3

6

9

#

周波数偏差 ±1.5％

4.3.2　選択数字信号受信規定

選択数字信号受信規定は表４－５／ＪＪ－２１．１０、及び表４－６／ＪＪ－２１．１０に示す。但し、

信号受信規定範囲とは端末機器で確実に受信できる範囲であり、受信規定範囲外のその他の領域を受信し

ない領域と定めるものではない。

表４－５／ＪＪ－２１．１０　ダイヤルパルスの信号受信規定

項　　　　目 規　　　　格

１０ＰＰＳ インパルス速度

メーク率

１０±１．５ＰＰＳ

３５±１０％以内

２０ＰＰＳ インパルス速度

メーク率

２０±３．０ＰＰＳ

３５±１０％以内

ミニマムポーズ ３００ｍ秒以上

表４－６／ＪＪ－２１．１０　ＰＢ信号の信号受信規定

項　　　　目 規　　　　格

信号周波数 信号送信規定と同じ

周波数偏差 ±1.8％以下のものは信号と

して検出する。

±4.0％以上のものは信号と

して検出しない。

信号検出継続時間 ４５ｍ秒以上

ミニマムポーズ ３００ｍ秒以上
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５．呼シーケンス規定

5.1　着　信

着信側端末機器は着信信号として、ＳＲ線の論理値が“１”から“０”に変化したときは、衝突を防ぐ

ために、変化した時点から１００ｍ秒以内に該トランクを発信のために使用出来ないように講じる事が望

ましい。

図５－１／ＪＪ－２１．１０　着信時のシーケンス

5.2　選択数字信号の受信

5.2.1　セカンド・ダイヤル・トーン方式

着信側の端末機器がセカンド・ダイヤル・トーン方式で選択数字信号を受信するときは、着信信号が到

来後、受信準備を終了させ、３秒以内に発信音を返す。

着信側端末機器は最初の選択数字信号を受信後、５００ｍ秒程度以内に発信音を切断する事が望ましい。

図５－２／ＪＪ－２１．１０　セカンド・ダイヤル・トーン方式

5.2.2　ウィンク・スタート方式

着信側端末機器がウィンク・スタート方式で選択数字信号を受信する時は、着信信号が到来後受信準備

を終了させ、５秒以内に接続確認信号としてＳＳ線を１４０ｍ秒～２９０ｍ秒間“０”にする。

着信
↓

ＳＲ線 1

0

→ ←100m 秒以内に発信規制

着信
↓

ＳＲ線 1

0

3 秒以内　→ ← → ←500m 秒程度以内

発　信　音
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図５－３／ＪＪ－２１．１０　ウィンク・スタート方式

5.3　呼び出し中

着信側端末機器は選択数字信号受信後、応答信号を返送するまでの間、所定の呼出音を返す。

5.4　応答信号の返送

着信側端末機器は披呼者が着信呼に応答した時は、応答信号としてＳＳ線を“１”から“０”に変化さ

せ、この呼を切断するまでこの状態を保つ。

図５－４／ＪＪ－２１．１０　応答信号

5.5　発　信

発信側端末機器は発信のためにトランクを選択後、衝突を防止するために５０ｍ秒程度以内に起動信号

としてＳＳ線を“１”から“０”に変化させる事が望ましい。

図５－５／ＪＪ－２１．１０　起動信号

着信
↓

ＳＲ線 1

0

← →

←140m 秒～290m 秒

ＳＳ線 1

0
５秒以内

→

着信
↓

ＳＲ線 1

0

ＳＳ線 1

0
↑

応答

ＳＳ線 1

0

起動

↓

→ ←50ｍ秒程度以内

↑
トランク選択
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5.6　選択数字信号の送信

5.6.1　セカンド・ダイヤル・トーン方式（タイミングスタート）

発信側端末機器がセカンド・ダイヤル・トーン方式で、発信音を確認せずに選択数字を送信するときは、

起動信号送信後少なくとも３秒以上経過後速やかに送信を開始する。但し、着信側端末機器の受信準備完

了がそれ以内であれば、３秒以内に送信してもよい。

図５－６／ＪＪ－２１．１０　セカンド・ダイヤル・トーン方式（タイミングスタートの場合）

5.6.2　セカンド・ダイヤル・トーン方式（発信音を確認する場合）

発信側端末機器がセカンド・ダイヤル・トーン方式で、発信音を確認後選択数字を送信する場合は、発

信音検出後速やかに送信を開始する。

図５－７／ＪＪ－２１．１０　セカンド・ダイヤル・トーン方式（発信音を確認する場合）

5.6.3　ウィンク・スタート方式

発信側端末機器がウィンク・スタート方式で選択数字を送信する場合は、接続確認信号を検出後、少な

くとも７０ｍ秒程度経過後、送信を開始する事が望ましい。

図５－８／ＪＪ－２１．１０　ウィンク・スタート方式

ＳＳ線 1

0

起動

↓

→← 3 秒以上

↑
選択数字信号を送信開始

ＳＳ線 1

0

起動

↓

↑
選択数字信号を送信開始

発　信　音

↑
発信音検出

起動

↑
ＳＲ線 1

0

ＳＳ線 1

0

↓

送信を開始

→ ←70ｍ秒程度
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5.6.4　選択数字信号の自動送出

発信側端末機器は選択数字信号を自動的にセンター回路等で送信する場合は全数字送信完了後、５００

ｍ秒程度以内に端末機器内の発呼者等とトランクのパスを接続する事が望ましい。

5.7　応答の検出

発信側端末機器はＳＲ線が“１”から“０”に変化後、少なくとも６０ｍ秒以上継続したときに応答信

号と見なす。

図５－９／ＪＪ－２１．１０　応答信号の検出

5.8　復　旧

本標準で規定する復旧方式は発呼者制御方式及び先行者制御方式とする。

発呼者制御方式及び先行者制御方式で、被呼者先掛けの場合に着信側端末機器から送信する信号を終話

信号と云い、この終話信号に対して、発信側端末機器から送信する信号を切断信号と云う。

一方、発呼者制御方式及び先行者制御方式で、発呼者先掛けの場合に発信側端末機器から送信する信号

を切断信号と云い、これに対して着信側端末機器から送信する信号を復旧完了信号と云う。

5.8.1　終話信号

（1）終話信号は被呼者先掛けの場合に着信側端末機器から送信する信号で、着信側端末機器がＳＳ線を

“０”から“１”に変化させ、少なくとも７００ｍ秒継続させる。

（2）発信側端末機器はＳＲ線が“０”から“１”に変化して、９０ｍ秒以上継続してか

起動

→ＳＳ線 1

0

ＳＲ線 1

0

↓

応答信号とみなす

→
←60ｍ秒程度
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ら７００ｍ秒以内に終話信号と見なす。

（3）着信側端末機器は終話信号を送信後、発信側端末機器は終話信号を受信開始後、少なくとも８

００ｍ秒の間は発信の目的に該トランクを使用してはならない。

図５－１０／ＪＪ－２１．１０　終話信号

5.8.2　切断信号

（1）切断信号は発呼者先掛けの時発信側端末機器から送信する信号であり、又、被呼者先掛けの時の着信

側端末機器から送信する終話信号を、発信側端末機器で検出後送信する信号で、発信側端末機器がＳ

Ｓ線を“０”から“１”に変化させ少なくとも７００ｍ秒継続させる。

（2）着信側端末機器は、ＳＲ線が“０”から“１”に変化し、９０ｍ秒以上継続してから７００ｍ秒以内

に切断信号と見なす。

（3）発信側端末機器は切断信号を送信後、着信側端末機器は切断信号を受信開始後、少なくとも８００ｍ

秒の間は発信の目的で該トランクを使用してはならない。

終話

着信側

端末機器の

ＳＳ線 1

0

発信側

端末機器の

ＳＲ線

↓

→

←　少なくとも 700m 秒　→

←　少なくとも 800m 秒 （発信を規制）

1 （発信を規制）

0

→←　少なくとも 800m 秒

←　少なくとも 90m 秒

←　終話信号と見なす　→

範囲

700m 秒終話信号の検出

→
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図５－１１／ＪＪ－２１．１０　切断信号

5.8.3　復旧完了信号

（1）復旧完了信号は切断信号を着信側端末機器が検出した時に送信される信号で、着信側端末機器がＳＳ

線を“０”から“１”に変化させ少なくとも７００ｍ秒継続させる。

（2）発信側端末機器は、ＳＲ線が“０”から“１”に変化し、９０ｍ秒以上継続してから７００ｍ秒以内

に復旧完了信号と見なす。

（3）着信側端末機器は復旧完了信号を送信後、発信側端末機器は復旧完了信号を受信開始後、少なくとも

８００ｍ秒の間は発信の目的で該トランクを使用してはならない。

図５－１２／ＪＪ－２１．１０　復旧完了信号

復旧完了

着信側

端末機器の

ＳＳ線 1

0

発信側

端末機器の

ＳＲ線

↓

→

←　少なくとも 700m 秒　→

←　少なくとも 800m 秒 （発信を規制）

1 （発信を規制）

0

→←　少なくとも 800m 秒

←　少なくとも 90m 秒

←　復旧完了信号と見　→

なす範囲

700m 秒

復旧完了信号の　→

検出

切断

発信側

端末機器の

ＳＳ線 1

0

着信側

端末機器の

ＳＲ線

↓

→

←　少なくとも 700m 秒　→

←　少なくとも 800m 秒 （発信を規制）

1 （発信を規制）

0

→←　少なくとも 800m 秒

←　少なくとも 90m 秒

←　切断信号と見なす　→

範囲

700m 秒切断信号の検出

→
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付録１．可聴信号

可聴信号として以下に示す内容を推奨する。

1.1　信号の種類

（1）発信音

着信側端末機器がセカンド・ダイヤル・トーン方式で選択数字信号の受信準備が整った時、通話路

に送信する信号。

（2）話中音

着信側端末機器が回線の全話中、被呼者話中の要因で目的とする被呼者を呼び出せない場合に通話

路に送信する信号。

又、誤ダイヤル、規制等の何らかの要因で目的とする被呼者を呼び出せない場合に通話路に送信し

ても良い。

（3）呼出音

着信側端末機器が被呼内線等を呼出中の場合に通話路に送信する信号。

1.2　信号の条件

付表１－１／ＪＪ－２１．１０　可聴信号

規　　　　　　　　格

項　目
周　波　数　条　件 送信電力　注 1

発信音 400Hz　120　Ipm にて断続 －15dBm 以下

話中音 400Hz　60　Ipm にて断続 －15dBm 以下

呼出音 400Hz を 20Hz で変調 1s オン、2s オフ －15dBm 以下

注 1　端末機器の通話路にパッドが挿入された場合は、この限りでない。
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